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トランペットリサイタル

〈プログラム〉

ピアノ 佐竹 裕介

グリーグ （1843～1907）
春に寄す

タルティーニ （1692～1770）
トランペット協奏曲 ニ短調

ラフマニノフ （1873～1943）
ヴォカリーズ

アンチュニアン （1920～2012）
トランペット協奏曲

第213回はハラルドナエス氏をお迎えしてトランペットリサイタルを行いました。ハラルド氏は
ノルウェー国立音楽院を卒業、数々の管弦楽団に客演奏者として出演され、現在は京都市交響楽
団首席奏者として活動、また後進の指導にもあたっておられます。
“選曲の際にはバランス良く、そして今まであまり演奏したことのない曲を吹く”という

ハラルド氏のこだわりにより、バロックから現代まで様々な4曲が演奏されました。
「春に寄す」や「ヴォカリーズ」のロマンティックな柔らかい響き、ピッコロトランペットで

演奏されたタルティーニの軽快で澄んだ音色、まるで一つの物語を聴いているような変化に
富んだ面白さのアルチュニアンなど、息の合ったトランペットとピアノが繰り出す音の世界を心ゆく
まで堪能しました。〈クラシックファンのためのコンサート〉初の金管楽器の演奏に、聴衆の方々も
大変満足されたようでした。

・本当に長く音楽を断たれていると、心が干涸びるように感じます。生の音が
静かに呼応していくのがわかりました。いつも素晴らしい演奏者を呼んで
頂いて有難うございます。

・トランペットとピアノだけの世界だとは思えない迫力。すごいと思いました。

・今日はレイアウトも工夫され、響きの美しい会でした。この演奏会ならではの
「プレーヤーの思い入れのあるプログラム」のお陰でとても楽しいひと時
でした。早く普通に音楽が楽しめる日常に戻ってほしいものです。

・間近に聴く機会を与えてくださり、本当にこのコンサートは素晴らしいです。


